
課外活動紹介

12第 回

兵庫医科大学

「風を切って走るヨットは気持ち良いです！」
ヨット部 主将　4年生　西本　優大　さん
　毎週２回（土、日曜日）に芦屋浜で練習しています。

現在、部員は１５名で、男子と女子が半数ずついて、と

ても仲の良いクラブです。年に３回ある学生ヨット連盟

の大会と西日本医科学生総合体育大会に出場してい

ます。

　海で練習する時には特に安全対策をしっかりするよ

うにしています。全員がライフジャケットを着用し、装備を

万全にした上で練習しています。

　次の西医体での総合優勝を目指して頑張りたいと思

います！風を切って走るヨットはとても気持ちが良いです

よ。皆さんも一緒にヨットを楽しみませんか？

　平成14年に父の後を継承して淡路島に開業しました。現在は地域医
療と共に、漢方に鍼灸を取り入れた東洋医学治療を実践しています。漢
方希望の患者さんは女性の割合が大変多くおられ、その方々の心身の
悩みを聞いているうちに、女性医学を担うことも同じ性を持つ女医として
の役割の一つとであることを自覚するようになりました。このような様々な
思いを抱きながら、平成１５年に『漢方外来―漢方から診るからだと病気」
（プリメド社）という本を上梓しました。

　一期生として兵庫医科大学に入学しました。少人数の和気あいあいと
した雰囲気の中で、職員の方 と々一緒になって運動会をした写真などが
今も手元に残っています。剣道部に所属しており、プレハブ道場で汗を流
して練習したのも懐かしい思い出です。一方、モデルとなる「先輩」がいな
かったので、一人前の医師になれるだろうか、という不安も人一倍持って
いました。

 卒業後は兵庫医科大学の第一内科で循環器内科を学び、その後尼崎
市にある西武庫病院に勤務しながら、兵庫県立尼崎病院にて漢方医学
に出会いました。そこで漢方外来勤務を開始したことが、その後の医師人
生を決定づけることとなりました。西洋医学とは異なる伝承医学の世界に
すっかり魅せられ、必死に漢方の勉強に励んだものです。
　漢方を始めた時期が早かったこともあり、多くの患者さんたちに受け入
れられてきました。「私を信頼して来院される患者さんたちに何とか応えて
いきたい」との思いが、私を医師として随分成長させてくれたように思いま
す。「医師は患者さんによって育てられる」というのが医師歴30数年の私
の実感です。

 淡路島にも兵庫医科大学を卒業された開業医が多くなり、医療連携で
大変助けられており、漢方の分野においても仲良く交流しています。一期
生として入学したので先輩は居ませんでしたが、良き後輩には恵まれまし
た。在学生の皆さんもこれからの多くの出会いを大切にして、自分なりに
誇れる医療者を目指して大きく羽ばたいてください。

略 歴

第１期生
日笠　久美さん
河崎医院附属淡路東洋医学研究所 所長

昭和53年
昭和57年
昭和57年

平成14年

兵庫医科大学卒業
兵庫医科大学 第１内科（循環器内科）　助手
西武庫病院勤務、内科部長を経て平成14年2月末に退職
（昭和59年より9年間兵庫県立尼崎病院東洋医学科非常勤）
河崎医院附属淡路東洋医学研究所 所長

卒 業 生 紹 介

近　　況

学生時代

学生に向けてのメッセージ

卒業後に学んだこと

　兵庫医療大学共通教育センターの教授をしています。内科学の他、本
学の理念である「ボーダレス」な環境で「チーム医療」を学ぶことを目的と
した全学部対象の共通科目である１年生の医療科学概論、２年生のチー
ム医療概論、さらに次年度には4年生のチーム医療論演習を担当しま
す。大学では当初、保健室担当と図書館長の職にありましたが、平成２０
年に垣下榮三先生が退職されたことに伴い、共通教育センター長併任と
なり、平成２１年からは教務部長を拝命しました。浅学非才な私には大変
な役職ですが、松田 暉学長のご指導を始め、関係各位のご協力を得な
がら何とか職責を果たしたいと日々努力しているところです。

　一期生であり古い慣習もなく自由な学生生活を過ごしました。勉学は
「優等生」とはほど遠いものでした。あるとき故森村茂樹理事長から「末廣
君は入学時にはよかったのに今の成績はもう一つだな」とお叱りを受けた
りしましたが、落第することもなく６年間で医師国家試験に合格しました。
クラブ活動では軽音楽部、ゴルフ部に所属し、これらも先輩がいないこと
をいいことに自由奔放な活動をしていたと思います。

　私が今日まで大学に在職していることなど、卒業時には全く想像してい
ませんでした。入局した旧第2内科の故永井清保先生、垣下榮三先生、
当時の研究室の先生方、また今の事務職を含めた大学関係の方々、さら
に所属学会の先生方などあらゆる方々のおかげで現在があります。人との
関係、相互の信頼が最も重要だと思います。

　チーム医療を教育している立場上、兵庫医科大学の関係各位には他
医療者との協力関係をさらに意識して頂きたいと思います。以前兵庫医科
大学関係者に実施したチーム医療に関するアンケートで、「チーム医療の
実践には医師の意識改革が必要」という看護師さんの意見は大変印象
深いものでした。昨年から兵庫医科大学・兵庫医療大学合同チュートリア
ルが始まりました。良いコメディカルになるための教育は私たちの仕事です
が、兵庫医科大学の先生方には医療者間の協調を重視し、この理念を
持った医師を養成して頂くようお願い致します。

略 歴

第１期生
末廣　謙さん
兵庫医療大学　教授
共通教育センター長　教務部長

昭和５３年
昭和５７年
昭和57年
昭和61年
平成 9 年
平成19年
平成20年
平成21年

兵庫医科大学卒業
兵庫医科大学大学院内科学Ⅱ修了
兵庫医科大学　第２内科　助手
米国オハイオ州立大学　客員教員
兵庫医科大学　第２内科　講師
兵庫医療大学　共通教育センター　教授
兵庫医療大学　共通教育センター長
兵庫医療大学　教務部長

兵庫医科大学に期待すること

近　　況

学生時代

卒業後に学んだこと

「新メンバー募集中です！」
ダンス部 Ｆ

Ｕ

ＮＫ キャプテン　３年生　岩﨑　愛　さん
ファンク

　現在２９名が所属し、毎週２回（月曜日と金曜日）に平成記念会館のミーティングルームや共同部室、剣道場

で練習しています。新入生歓迎会や大学祭、各イベントで踊っています。部員には兵庫医療大学や武庫川女

子大学の学生が在籍しています。イベントで他大学の

ダンス部と共演することもあり、大学の枠を越えた交流

が活発です。

　昨年４月には兵庫医科大学主催のダンスイベント 

「　　　」を開催しました。毎年開催していく予定で、

もっと規模を大きくしていきたいと思っています。

　内容は盛りだくさんですが、テスト前は練習を休みにし

て勉強との両立をもしっかりとしています。とても楽しい

部活なので、皆に遊びにきてもらいたいです。新メン

バー募集中です！
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 兵庫医療大学

大学祭で豚汁の店をだ
しました

バーベキュー

「ダンスが大好きです！」
ダンスサークル ＺＥＡＬ キャプテン　薬学部　２年生　梶山 成実　さん
　現在２８名が週2回（水・木曜日）、アイソレーション（体の各部

分を単独で動かすトレーニング）や基礎を中心に練習しています。

夏休みと春休みには、大学祭や新歓イベントなどのステージに向

けて集中的に練習を行います。

　メンバーは普段から仲が良く、悩みを相談しあったりもし

ます。全員の意見をまとめるのは少し大変ですが、アンケ

ートを取るなど工夫しています。

　皆ダンスが大好きです！もっとイベントに参加し、他大学

との交流も増やして、今以上に経験を積んでスキルアップ

したいと思います。最近嬉しかったのは、大学祭のステージを見て、「ダンスサークルに入りたい！」と言ってくれる

学生がいたこと！頑張って練習して本当によかったです。益々やる気が湧いてきました。

「テニス以外のことも学べる場にしたい」
テニスサークル GRANDSLAM　部長　薬学部　2年生　羽渕 友哉 　さん
　現在70名が週に１，２回、学内のテニスコートで練習し

ています。先輩・後輩の仲も良く、休みの日にはボーリン

グやバーベキューに出かけたりもします。

　活動する上で「テニスの練習をする」「テニスを楽し

む」ことはもちろんですが、学校の授業だけでは学ぶこと

のできないこと、例えば人間関係の築き方などを自ら学べ

る場にしようと努めています。

　練習は経験者、初心者に関係なく同じコートで行って

おり、今後は他大学との交流試合も活発に行いたいと

思っています。そして、試合でよい成績を残せるよう、今以

上に練習していきます！
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３月～４月行事予定

広報誌読者アンケート結果
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2010年2月号  vol.204

３月
兵庫医科大学

兵庫医科大学病院

兵庫医療大学

兵庫医科大学病院

兵庫医科大学

４日

５日

６日

１０日

２４日

卒業式

第５回兵庫医科大学がんセンター講演会 『がん医療従事者研修』

「ポーアイ４大学による連携事業」公開講座『自分でできるストレス緩和策』

市民健康講座『乳がんの診断」（講師：乳腺・内分泌外科 三好 康雄教授）

市民健康講座 『切らずに治すカテーテル治療』（講師：放射線科 廣田 省三主任教授）　

４月
兵庫医科大学

兵庫医科大学

兵庫医科大学

兵庫医療大学

兵庫医科大学病院

兵庫医科大学病院

大学院入学式

白衣授与式

入学式

入学式

市民健康講座 『下肢閉塞性動脈硬化症のはなし』（講師：循環器内科 川崎 大三助教）

市民健康講座 『難聴のお話』（講師：耳鼻咽喉科 足達 治講師）

２日

３日

５日

１４日

２８日

　平成２１年１１月１日～３０日に実施した読者アンケートには２３０名の方から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。

　今回の結果では、「毎号読む」が５８％（平成２０年度は４１．５％）、「たまに読む」が３１％（同３８．６％）、「あまり読まない」が１０％（同１

９．９％）となりました。平成２０年４月号のリニューアル以降、「毎号読む」「たまに読む」人が少しずつ増え、特に出来事一覧、特集、職場

紹介について多くの人が目を通しており、大学・病院の動きや取り組み、他の職場への関心の高さが窺えました。

　「ページ数」「発行回数」については「普通」という回答が多くを占めましたが、文字の大きさ、量、色使いなどの「読みやすさ」につい

て、「多色すぎて読みにくい」「文字が多い」「文字が小さい」などの意見や、全体的に「情報が整理されていない」「イメージが硬い」

などの意見がありました。

　今回の結果をふまえて、広報編集委員会でデザインや記事の扱い方などを検討し、２０１０年４月発行の２０５号から一部マイナー

チェンジします。今後も読者の皆さんの声を参考にしながら、より多くの方に読まれる広報誌を目指していきたいと考えています。今後と

もご協力よろしくお願いいたします。 （広報課）
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最近の新聞記事より

平成２２年１月１６日
産経新聞掲載記事

兵庫医療大学の進路支援 本格的にスタート　～キャリアデザインが鍵～
最近の主な出来事

学長メッセージ
就任挨拶
兵庫医科大学第５回レクチャーシップ「知の創造」を開催／
退職教員（主任教授・教授）の最終講義が行われました
兵庫医科大学4年生トリアージ訓練／第37回実験動物慰霊祭／学位の授与

医療安全管理部長メッセージ
平成21年度兵庫医科大学病院防災訓練を実施／
第１回兵庫県認知症疾患医療センター研修会を実施／
～クリスマスイベント～人形劇「あかずきんちゃん」を実施

接遇研修を実施／篠山病院整備工事の進捗状況

公開講座「いのちのリレー～臓器移植の新たな時代を迎えて～」を開催／
特別講演「阪神・淡路大震災（１．１７）から学ぼう」を開催／

＜兵庫医科大学＞

第２回実験動物慰霊祭／
地域交流プロジェクト「知っておきたいがんの基礎知識～がんとどう付き合うか～」を開催

理事メッセージ
規程等の制定・改正／教職員提案制度について

職場紹介
兵庫医科大学病院　臨床検査部
兵庫医科大学篠山病院　病院情報システム構築委員会
兵庫医療大学　看護学部（生活支援看護学）
兵庫医科大学病院　看護部　１号館６階西病棟

卒業生紹介
末廣 謙さん （兵庫医科大学第1期生）
日笠 久美さん（兵庫医科大学第1期生）

Join us! －課外活動紹介－ 
兵庫医科大学　ダンス部／ヨット部
兵庫医療大学　ダンスサークル／テニスサークル

＜篠山病院＞

＜兵庫医療大学＞

＜兵庫医科大学病院＞

＜学校法人兵庫医科大学＞

2010年2月号 204

上：１月３０日兵庫医療大学（神戸キャンパス）（左）　右：１月３０日兵庫医療大学（神戸ポートアイランドホール）（右）
下：１月２７日兵庫医科大学（インテックス大阪）平成22年度一般入学試験

平成２１年１２月２４日
産経新聞掲載記事

地域救急医療学 吉永 和正 教授より
　「DMORTは平成21年11月に内閣官房・兵
庫県・神戸市の共催で実施された兵庫県国民
保護共同実動訓練でも高く評価されており、今
後災害医療の中で重要な役割を果たすようにな
ることは間違いありません。活動目標、マニュア
ル整備なども終えて平成22年度からは実動可
能な人材の育成を始めます。新聞記事は平成
22年度から災害現場で活動するようにもとれま
すが、その前に解決すべき問題がまだ残ってお
り、現場出動が可能となるにはもう少し時間がか
かるというのが現状です。」（平成22年2月）




